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真の問題、真の答え（ヨハネ11:33-44）
　先日、テレビのニュースで俳優が亡くなったというニュースが流れました。その人は『渡す世間は鬼ばかり』というドラマのお父さん役をしていた人です。今、名前ははっきりと覚えていませんが、その人が亡くなったことが言いたいことではなく、『渡る世間は鬼ばかり』と言うドラマが、なぜ人気があるのかということです。個人的見解ですが、とてもリアルです。まるでノンフィクションのような感じなので、みな共感しそのドラマを見ていたのはないかと思います。タイトル通り、世間は鬼ばかりと言うのは様々なことがあり、いろいろな事件があり、平たんではないと言うことではないでしょうか。信徒でも、クリスチャンでない人でも、表面ばかり見ると鬼ばかりのような人生であり、そのような世の中を歩いている者ではないでしょうか。しかしながら、クリスチャンの私たちが忘れてはならにことは、どんなことがあっても、どのような事件が起きたとしても、信徒にはそのすべてが祝福であり、意味あるものであり、また、そのように変えていかないといけないということです。つまり、何一つ本当は問題ではないということです。鬼ばかりであるかもしれませんが、それにすでに打ち勝っているクリスチャンにとって、正直に申し上げるとへっちゃらでなければいけません。それで何が問題でしょうか。世の中で鬼ばかりと言っていることが問題でなければなにが問題でしょうかと聞きたいでしょう。今日、礼拝をとおして、なにが本当の問題なのかにクリスチャンとしてぜひ気づいていただきたいと願います。
　聖書が、またこの歴史をとおして神様が私たちに語っていらっしゃることがあります。明白なメッセージです。なにをしても、どこに行ってもどうせこの世には人生の答え、解答は存在しないというメッセージです。世の中にはよいことがたくさんあります、必要なものもたくさんあります。立派な人も多くいらっしゃいます。それにもかかわらず、この世には幸せもないし、人生の答えは実はありません。これがまずメッセージです。それを正しく理解しない限りは、神様のメッセージ、御声が聞こえてこない限りは次に進むことは無理です。皆さん、いかがでしょうか。よいか悪いか、すばらしいかそうでないか、必要なのかそうでないか、いろいろあるでしょうが、どちらにしてもどうせこの世には答えなどありませんと今、言いきれるでしょうか。聖書にはそれがはっきりと明らかに記されています。宗教に走っていてもその努力はとても立派なものでしょうが、そこに幸せと人生の答えはありません。それが聖書の証言ではないでしょうか。経済が豊かになるのはよいでしょうが、どんなに裕福になり経済的に恵まれたとしてもそこに本当の幸せ、人生の答えはありませんと聖書は私たちに教えているのではないでしょうか。知識が豊富になり文明が発展し科学がものすごく進歩を遂げたとしても、それで様々な面においてみながびっくりして驚くようなことがあるでしょうが、その科学には幸せがないし、答えがそこにはないと言うことを皆さん、まだ知らないのでしょうか。それだけではありません。

聖書が私たちに教えているのは、神様の御手による奇跡のわざが現れて、それを見て体験したにもかかわらず、そこにも本当の幸せと本当の人生の答えは見られなかったということです。それが別に悪いと言うわけではありません。なぜでしょうか。東京大学でも、テレビのコメンテーターも教えることができない、聖書にだけその理由が書いてあります。それが原罪というものです。原罪の前で人が評価してよいか悪いか、すばらしいか、立派なのか、だめなのかなどは、一切、意味を失うようになります。原罪は何でしょうか。神によって作られ、神様に祝福された人がその造り主、神様から離れてしまったことです。しかも罪を犯して、神様に背き悪魔の言うことに従い、霊的などうにもならない問題を抱えて神様から離れてしまったということが原罪です。いのちと幸せ、祝福の基、根っこから絶たれてしまったということが原罪です。その問題があるがゆえに、よいか悪い関係なく、人は幸せになることができないし何をどうしても、どこにいっても、何を求めても、何を手に入れたとしてもそこに人生の答えはありません。それが神様が人類に向かって今も語りかけているいらっしゃることです。神様の第一声です。どうせ人間には、この世には、この自然世界には人生の解答、答えはありません。それが結論です。最近、この教会は赤ちゃんブームですが、この間まで真一が自分で理解できているのかまったくわかりませんが、親ばかでしょうが「イエスはキリスト。言ったじゃない」と声をかけると大笑いします。たぶん、その子は意味など理解できないと思います。理解できなくても魂は分かるでしょうと言う思いで親が祈りの思いを込めて、そのような言葉をかけていると思います。たぶん、その「言ったじゃない」というリズム、響きが良かったのではないかと思いますが、それを神様が私たちに実はおっしゃっているのです。「だから、あなたがたが求めて、また頼りにしているそこに、どうせ世の果てまで行ってもそこに希望はない、そこに答えはないと、私が最初から言ったではないか」とおっしゃっています。だから、初めからそこに希望がないので私が言ったでしょう。キリストをあなたがたに送ると言ったでしょう。女の子孫が生まれるとあなたがたに言ったでしょう。その女の子孫が生まれることによって、男の子孫ではなく神から遣わされる、メシヤが生まれることによって、蛇の頭、すべての原罪の犯人である、元凶である悪魔の頭を踏み砕くことによってのみ、そこに希望がありそれが答えなのだと最初から言ったではないかと神様はおっしゃっています。聖書にはその話がずらりと延々とつづられています。犠牲のいけにえを捧げることによってのみ人は助かるのだと。努力に、親の愛情に、学校の教育に希望があるのではなく、どうせ医学に人類の希望などありませんと最初から言ったでしょう。だから、女の子孫が生まれることによって、どうにもならない原罪を解決すること以外には希望がないと最初から言ったでしょう。それで聖書には処女が身ごもって子どもを産む。その名をインマヌエルと言いなさいと書いてあります。それ以外には希望がありません。全部、切り倒されて残りの十分の一が残ったときでも、それも全部切り倒されてしまいます。希望などありません。最後の切り株。最初からあなたがたに言っていたキリスト、メシヤ、その契約、約束の他には希望はありません。処女が身ごもって子どもを産む。その名をインマヌエルと言いなさい。それから、神殿を建てたり、過越しの祭りを守るようにしたり、安息日を定めて守るようにしたりして、その話を延々とずっと語っていらっしゃいます。それがその神様の第一声を裏付けるような内容です。どうせこの世には希望などありません。どこに行っても私たちはつぶやくときもあります。また寂しく思うときもあります。またもどかしいと思うときもあります。ときには恨むときもあります。そう言ったすべての内容が180度好転されたとしてもそこに答えはありません。希望などありません。そのことに気づいて、キリストの前にギブアップした者をクリスチャンと言います。それをキリスト教と言います。そのような人々が集まって、ひとりだけの神様に賛美をささげることが礼拝です。もしそのような告白の人々が集まったところであれば、この集まりには天の御国が現れるようになるでしょう。この世では見られることができない、この世では体験できない天からの素晴らしい祝福が現れて、それを体験する場になるでしょう。神様は最初から私たち人間に「ここに行きなさい。こうしなさい。こうすればよくなるだろう。これを買いなさい」となにひとつおっしゃらないで「女の子孫が生まれ蛇の頭を踏み砕く」と言われました。たぶん、皆さんがメッセージをよく聞いて、しかし、すぐに忘れるから神様がこのようなフレーズを提供していらっしゃると思います。だから、毎日、思い出してください。真一のことを思い出しながら祈りつつ、「言ったじゃん」と。何を言ったでしょうか。「どうせないと言ったでしょう。女の子孫、キリスト、イエスしかありませんと言ったでしょう」。何回も皆さんに申し上げましたように、旧約聖書が終わる場面はキリスト一点にキーポイントに絞って他のすべてを全部閉ざしてしまう結論です。それが人生であり、歴史であり、それが地球の物語です。

何が本当の問題でしょうか。結局、神様から離れてしまったのが問題であり、その問題を解決し神様とまた出会い、神様とともになるいのちが得られる唯一の神様の希望、約束のキリスト、そのキリストがいらっしゃらない、キリストがわかっていない、キリストの方に来られない、それが本当の問題でしょう。そういう意味では、神様の恵みによって論理的に考えないといけません。ただの論理ではありません。でも、筋合いは論理的に考えないといけません。霊的な論理です。そして、その唯一の希望でしたキリストが感謝なことに実際にこの世に来られました。処女マリヤから生まれたその方、そして、この世にいらっしゃる間、病人をいやされ、死んだ人を生き返らせ、生まれつき目が見えない者の目を開けて、それで天の御国の福音を語っていらっしゃいました。最後には罪人の手にかけられて十字架で尊い血潮を流され、身代わりとして死なれたその方、そして、その方が本当にキリストだったという証拠として死んだあと、3日目に死者の中から、お墓の中からよみがえられ今も生きていらっしゃる万軍の主と呼ばれるイエス様がそのキリストです。キリストが約束にとどまらないで、実際にこの世に来られました。この世に実際に来られたわけなので、そのことを指してグッドニュース、ビッグニュース、ゴスペルと、天使がそれを伝えたのでエバンジェリズム、福音と言うのです。皆さん、今年のよいニュース、悪いニュースを年末には取り上げます。世の中でよいニュース。悪いニュースと言っていますが、よいニュースなどありません。地球の中でよいニュースは１個しかありません。キリストが来られたことです。なぜでしょうか。私たちの基準でよいニュースというのはどうせ答えにはなりません。言ったじゃん。キリストが来られること以外には希望がないのですが、このニュースを聞いて、あのニュースを聞いても何の希望もなかったのに、キリストがいつ来られるのだろう。そのキリストが来られました。これこそニュースではないでしょうか。イエスがそのキリストです。ですから、そのときから時代は変わります。世の中は変わります。だれでもこのイエスを信じる者は救われます。何の条件もありません。どんな人間でも構いません。だれでもこのイエスを救い主、イエスをキリストとして信じる者は助かります。受け入れた人々、すなわちその名を信じた者には神の子どもになる特権が与えられます。今までどうにもならなかった現在の運命、滅びの運命に捕らわれていた、そこから完璧に抜け出して神の子どもとなり、天の御国の国民となります。だれでもです。何をすればでしょうか。イエスを信じれば。義人は信仰によって生きる。今までは答えがありませんでした。今までは希望などありませんでした。ある意味、希望を求めて一生懸命頑張ってがっかりしていた人、あるいは一生懸命、研究し勉強して、しかし、そこで答えが見当たらなかったのでがっかりしている優秀な人、エリートな人々はそれが当たり前です。よかったのではないでしょうか。最初からそこには答えがないと神様は言ったじゃん。ですから、キリストしかありません。そのキリストが来られました。イエスがキリストです。だから、そこを全部あきらめてＵターンし、イエスを信じなさい。イエスを信じると助かります。イエスを信じると神様と出会います。イエスを信じると救われます。イエスを信じると人生変わります。そこに答えがあります。聖書にはその証拠がずらりと並んでいます。かたくなに神様のことを拒み、最終的にはイエス様も十字架につけられた、その邪悪なユダヤ人でさえ、イエスを信じると救われます。イエスを信じると希望があります。そこに答えがあります。今までの生涯、悪いことばかりし強盗の罪に問われ逮捕されて死刑に預かるようになっていた強盗でさえ、イエスを信じると救われます。イエスを信じると天国の市民となり、イエスを信じるとその人の人生は変わります。だれでもです。クリスチャンのことを嫌い、迫害し殺そうとしていたパウロのような迫害者でもイエスを信じるとその人は許され、その人は助かります。イエスを信じるとどんな人でも。いろいろな理由があるでしょうが、精神的に悩み、最終的には悪霊にとりつかれて、まわりから手を付けられない存在としていた人間でも、イエスを信じると助かり、イエスを信じると救われます。神様がそのようになさいました。なぜでしょうか。イエス様がキリストだからです。家庭の問題なのか、ご自分の霊的な問題なのか、あるいは生きることがそれほど厳しかったのかわかりませんが、売春婦の仕事をしている人間もいました。売国者と言われていた人間もいました。それにもかかわらず、だれでも構いません。売春婦をしている人間でも、イエスを信じると人生変わります。イエスを信じるとその人は助かるようになります。ユダヤ人から見たときには話にならない、とんでもない話ですが、先ほど話した内容はどんな人間であれユダヤ人でした。ユダヤ人が人間扱いしていない、獣と同じレベルで考えていた異邦人、私たちのようなユダヤ人以外の人間、その血統から見たときアブラハムの子孫と全く関係ない私たちのような異邦人、獣と思われていた異邦人でも、イエスを信じると神の子どもになります。その時代になりました。なぜかと言いますと、唯一の人生の答え、キリストであるイエスが世に来られ、救いのすべての約束を成し遂げ、救いのわざを完成なさったからです。だれでもです。どんな問題を抱えている人間でも構いません。これがグッドニュースです。イエスを信じると人生が変わり、助かる、神の子どもになるというメッセージです。
それならば皆さん、よく吟味して考えてみてください。この世にある本当の問題は何でしょうか。今日の聖書の箇所の内容はこういう内容です。先週も申し上げましたように、イエス様がとても親しくしていたマリヤとマルタ、そして、その弟だったラザロと言う人が死ぬ病気になっていました。イエス様はラザロが死ぬことを待っていてわざと2日間とどまり、遅れてラザロを訪ねるようになりました。そこを訪ねると、イエス様が来られるというお話を聞いていた長女のマルタが遠くから迎えに走ってきて、イエス様にお礼をしながら挨拶をしました。「イエス様。遠くまでおいでいただいて本当に感謝します。もう少し早く来られたなら助かったかもしれませんが、いまでも来てくださったので本当に感謝です」。そのとき、イエス様がおっしゃいました。「信じるとあなたは神の栄光を見る。生かされる」とおっしゃったら、「わかりました。再臨のときにはまたよみがえるようになるでしょう」と弟ラザロの死に対する悲しみやそのもどかしさなどは癒えぬまま、イエス様にお礼をしているのです。それでマリヤの方に使いを送りました。マリヤもイエス様のことをとても愛している者なので走って迎えに来ました。マリヤも同じことを言います。「イエス様。ありがとうございます。でも、もうちょっと早く来ていただいたならばラザロは助かったでしょう」。それでイエス様が「ラザロのお墓はどこなのか。そこに行く」とおっしゃると、「もうお墓の中に入れて結構、時間が経っているので」と言いました。それでも行こうとおっしゃるので、マリヤが案内してイエス様とお墓の方に行くときに、そこにお見舞いに来ていた多くの群衆も一緒に行きました。行きながら群衆がイエス様のことを話しました。「もうちょっと早く来ることはできなかったのか。盲人の目を開ける者がラザロを助けることはできなかったのか」と。今までマルタとマリヤのお話、発言、群衆の反応、それを全部総合してイエス様は心から憤りを覚えていらっしゃったと書いてあります。ものすごく怒っていらっしゃいました。それから、イエス様は涙を流されたとあります。イエス様が涙を流されたという場面は、聖書に3カ所くらいしかありません。非常に大きな意味のある場面ではないでしょうか。すると、その涙を見てまた群衆が「どれほどラザロのことを愛していたのだろう。だから、今、ラザロの死を前にして悲しくて涙を流しているのでしょう」ということを言っていました。それを聞いて、イエス様はもう一度心からの憤りを覚えていらっしゃったと書いてあります。なぜイエス様は泣いていらっしゃったでしょうか。なぜイエス様は憤りを覚えていらっしゃったでしょうか。多くの人が考えているように、ラザロが死んだから悲しいから泣いていたでしょうか。私たちに様々な悲しいこと、苦しいことがあって、いろいろな苦しみ、困難があるから、それをご覧になって神様は、イエス様は泣いて、ときには心に怒りを覚えていらっしゃるのでしょうか。それが問題でしょうか。ほとんどのクリスチャンの方々が、今、群衆と同じ考え方、同じ見方をしているのです。だから、せっかくクリスチャンなのに、クリスチャンとしての神様の祝福と答えが中々、見当たりません。いつも同じ何かにつながっていてグルグル回るような状態から中々、抜け出せていないと言うのが残念なクリスチャンの現実ではないでしょうか。イエス様が憤りを覚えていらっしゃったのは、ラザロが遅れて死んだことではありません。わざと遅れて来られたのですから。それから、結果を私たちはもう見ていますが、ラザロをこれから生き返らせるつもりなのです。だから、ラザロの死などは一切、イエス様の眼中にはありません。逆にイエス様が唯一の答え、希望である、死の力でさえ打ち勝って勝利なさったキリストである救い主、イエス様が目の前に来ているのにそのイエス様を見ながらもイエス様がだれなのかをわかっていない、目が暗くなって見ることができない、だれのしわざでしょうか。目に見えない暗闇の力、サタンのしわざです。それに人々がイエスを目の前にしてでも死の力、暗やみの力に圧倒されてイエスを見ることができないことに憤りを覚えて涙を流していらしたのです。何が本当の問題でしょうか。キリストであるイエスがこの世に来られました。それならば、他の問題は問題ではありません。私たちが問題だと思っていた、涙を流していたことは涙のテーマではありません。実はキリストであるイエスがこの世に来られたにもかかわらず、イエス様のことがわかっていないこと、それが問題です。そうでしょう。それがイエス様を悲しませることです。そのキリストであるイエス様がいらっしゃったのに、そのイエス様のことを信じない不信仰が問題です。つまり、ラザロの死が問題ではありません。イエス様が悲しんでいらっしゃったのは死ではありません。死よりもイエス様のことをわかっていないことがより大きな悲しみです。死よりイエス様のことを信じないことがより大きな憤りです。何が本当の問題なのでしょうか。イエス様の涙とイエス様の憤りの理由をよく覚えていただきたいと思います。今、人間が、しかもイエス様のことを信じると言っていたマルタ、マリヤでさえ目が暗くなり、暗やみの力に騙されていて本当の問題をわきまえられないまま悲しみに暮れているということがイエス様の悲しみです。死の力に圧倒されていることがイエス様の憤りなのです。その死に打ち勝っていらっしゃるキリストであるイエスが目の前にいるのに、そのイエスが見えないということでしょう。教理的にはきちんと挨拶をして、理論的にはペラペラ宣べてはいるのですが、イエス様のことが実際的にキリストになっていないということが悲しみであり、憤りであり、それが問題なのです。

皆さんは何が問題でしょうか。今も世の中の多くの未信者の方々は様々な問題を抱えて苦しみ患っています。それが精神的の場合もあるでしょう。それが病気の場合もあります。夫婦の間の問題かもしれません。財産の問題、人間関係の問題もあるでしょう。様々な問題があります。教育の問題や子どもとの問題、政治の敵との戦い、企業同士のライバル関係、スパイの問題、様々な問題があります。何が本当の問題でしょうか。彼らがそこに希望を託していることが問題であり、本当は神から離れていて根本的に祝福から絶たれているということ、それが問題であり、それをつなぐ唯一の希望、キリスト、イエスが世に来られたのにイエス・キリストのことを聞けないこと、イエス・キリストのことを信じないこと、それが未信者の世界の問題です。皆さんが未信者を見るときに、どのような種類、どんな部類の人間であっても、見るときにはそのような目で見ないといけないのではないでしょうか。そして、信者の問題はどこにあるのでしょうか。このイエス・キリストを信じたにもかかわらず、実際的に問題に目がくらんでいて、問題に圧倒されイエスが見えなくなることが本当の問題です。皆さんが悲しんでいる問題、悩んでいる問題が本当の問題ではありません。それに圧倒されていることをご覧になってイエス様は悲しんでいらっしゃるのです。皆さんがイエス様のことを信じていないノンクリスチャンであれば別でしょうが、イエス様のことを信じている方であれば、そのイエス様が、皆さんが悩んで悲しんで震えて心配をし涙を流している問題が問題にならないようにしていらっしゃるキリストであることがわかっていないと言うことが問題であり、イエス様の悲しみです。なぜでしょうか。なぜそうなるのでしょうか。サタンの見事な策略であり、しわざです。サタンがやることは一つしかありません。キリストに行けないように、イエスがキリストであることがわからないように、わかったとしてもなにかがあるたびにそれに隠れて見えないようにすることなのです。そうすると、仕方がなく今日の聖書に出てくるマリヤ、マルタ、また群衆のようにその問題に圧倒されるしかありません。本当の問題がなにかわかっていないと、目の前にある問題に制せられるようになるしかありません。クリスチャンでさえそうです。そこから様々な第2、第3の問題が生じるようになるのではないでしょうか。もう止められません。愛するマリヤ、マルタがイエス様のことを実際的に自分のキリストにしていない、今目の前にある問題のキリストにしていないということに怒りを覚えていらっしゃるのです。マリヤを叱っているという意味ではありません。サタンのしわざを見ていらっしゃるのです。キリストを目の前にしてイエスをキリストと告白し信じるクリスチャンなのにサタンのしわざに見事にだまされていることに憤りを覚えていらっしゃるのです。本当の問題は何でしょうか。イエスがキリストであることを忘れることです。それが見えなくなることです。それが飛んで行ってしまうことです。なんのためでしょうか。死の力の前で、病気の力の前で、子どもの問題の力の前で、自分の弱さと言う力の前で、イエスがキリストであるという信仰告白が飛んで行ってしまうこと、これが本当の問題です。逆に言いますと、皆さんがイエス様がキリストだと信仰告白をささげることは最高の祝福であり、最高の奇跡であるということを忘れないでいただきたいと思います。サタンはこのことを邪魔します。今、本人が何をどのように邪魔されるのかもよく気づいていません。今、皆さんは何が本当の問題なのかこんがらがっています。それがサタンの策略です。皆さん、唯一の救い主、唯一の答えであるキリストであるイエス様を救い主として心に信じて受け入れたのでしょうか。そうならば、皆さんの過去がどうであれ、今現在どんな問題、どんな悩み事を抱えていようが、これから何がどう展開されていこうが、それは私たちにとってもはや問題ではありません。最初から言ったじゃん。キリストだけです。イエスがそのキリストなので問題はもう終わりました。だから、本当の問題はこれから見方を変えてください。皆さんがイエスを受け入れたのならば、気持ちと関係なくそのイエス様は皆さんとずっと一緒です。それなのに、そのイエス様がキリストだと言うことが見えなくなること、それが問題です。そこが本当の問題です。このことをぜひ覚えていてください。
それで、今日から皆さん、心から覚悟をしていきましょう。私たちは鬼だらけの世の中に生きている者です。信徒でも変わりはありません。しかし、何が違うのでしょうか。これから、どんな問題であろうが、内側の問題でも外側の問題でも問題の前でもう一つ違う目を持つようにしましょう。つまり、別の言葉で言うと慎重に見るようにしましょう。一歩とどまって、すぐに何かを判断しないで、違う目で見るようにしましょう。私たちが問題だと見る。それだけではありません。そうでなく違う内容があるということを常に覚えつつ、違う目で見ましょう。それを心掛けていないといけません。それが祝福です。ダビデも言いました。死の影の谷を歩きながらも、主は牧場の羊飼いであると。違う目で見たのです。死の影の谷と言うのは確かにあります。別のも一つの目があります。皆さん、メガネを変えてください。内側も目が4つありますので。もう一つの目。これは義の道へと導いていらっしゃることなのです。問題はこれではありません。私が主は私の牧場の羊飼いであるということを告白するかしないかが問題です。その目をしっかり開けていただきたいと思います。パウロもそのように告白したでしょう。刑務所の中に入っていて、確かに刑務所なのです。いつ出るかもわかりません。ものすごく険しい環境であることは間違いありません。しかし、それを見る目ともう一つの目を持たないといけません。そこでパウロは告白しました。キリスト、イエスの、父なる神様がほめたたえられますように。キリストにあるすべての祝福を私に注いでくださいました。私はもう祝福のものです。それがイエスがキリストということです。それならば、その刑務所が別のものに見えます。つまり、刑務所がどれほど険しいのか、刑務所の中なのか外なのかが問題ではなく、そこでキリスト、イエスの父なる神がほめたたえられますように。私は天にある霊的なすべての祝福をいただいているということを忘れるのか、しっかり思い出すのかが問題です。本当でしょうか。皆さん、これから私がそのように声をかけるかもしれません。皆さんがもう一つの目を持って見ていらっしゃらないまま悩んでふらふらしているときには、「2014年3月23日。講壇で言ったじゃん」と。「もう一つの目を持ちなさいと言ったじゃん」。これがクリスチャンです。最初は慣れていないので、中々そのとおりにならないかもしれません。でも、イエス・キリストを受け入れたのであれば、皆さんはいのちがありますので必ずそうなりますから工夫してください。心がけてください。今まで私たちが問題だと見ていたものを問題に見ないように。何でさえでしょうか。今日の聖書から言いますと、死でさえ問題ではありません。

結構、昔の話になりましたが、教会のある信徒さんが急に亡くなりました。たぶん神様が奇跡の力をもって治してくださるだろうと思いつつ、奥さんや家族の方々が一生懸命祈っていました。それにもかかわらず、神のみこころがあって亡くなりました。すると、今まで祈っていたその信仰の姿からは想像もつかないように崩れました。信仰など一滴も見えないように泣きながら大声で「なんで」と。もちろん家族にとって死と言うのは人間的に悲しい出来事には間違いありません。しかし、私がそこで見たのは死が問題ではなく、その死の前で信仰告白をまったく忘れている状態でした。最初からなかったのかどうかわかりませんが、なぜでしょうか。なぜそれが抑えられてしまうのでしょうか。それがサタンの暗闇のしわざです。それで信徒の方々に言いました。「内緒で、今そのような状況なので暗闇の力が家族から打ち砕かれるように今日から祈ってください。これは明白に闇の力が働いていることなので」と。すると、次の日から人がガラリと変わりました。皆さん、闇の力、サタンのしわざを本当に信じますか。その一番根本的なメインテーマは何だと思いますか。クリスチャンにとってはイエスを信じているのに、イエスがキリストだという告白ができないように、何らかの形をもって、手段をとおして邪魔します。それが問題です。死も問題ではありません。癌にかかったことも問題ではありません。交通事故に遭ったのも問題ではありません。それがもし問題だと思って、本当の問題が何かをこんがらがってしまうとその問題だと思うものに、圧倒され束縛され捕らわれて制せられるようになります。第2、第3の問題に発展していくようになります。なんと残念でしょうか。イエスはキリストです。死の力を打ち破って、私たちが問題だと思うどのような問題でさえ先負背負って、十字架で身代わりとして罰せられ死なれ、すべての問題を解決なさいました。イエスはキリストです。それなのに問題があると、そのイエスがキリストと言う告白が飛んで行ってしまうのです。なぜでしょうか。サタンのしわざです。この部分をしっかり知ってください。本当の問題は何なのかをしっかり心に覚えて帰っていただきたいと思います。
それならば、これからは私たちはこのように覚悟します。イエスがキリストです。理論的な告白ではありません。この信仰告白を自分の人生の中で最高に大事にしていく。何よりでしょうか。自分の命より大事にしていく者です。死の前でもイエスはキリストですと告白しないといけません。絶対にこの信仰告白はなにがあっても譲らないと覚悟してください。その覚悟自体が、皆さんが理解して心から覚悟したのであれば、皆さんも知らないうちに暗闇の力が崩れるようになるでしょう。まるで最近のコマーシャルみたいに「脂肪は分解」のように崩れていきます。目には見えないけれども、結果は必ず現れます。暗闇の力が崩れると言うのは目には見えません。しかし、結果は必ず現れます。私は何があろうが、大学に落ちようが合格しようが関係なく、イエスがキリストですと言う告白は絶対に、絶対に譲りません。自分の命よりこの信仰告白を大事にしていきます。その人は必ず勝利します。クリスチャンにとってそこが問題ですから。

それから、その信仰告白を守ることによって、その次、そのあとに用意されている、展開されていく、隠れている世界があります。それが神の国であり、霊の世界です。必ずそこに入るようにしましょう。そこがポイントです。今までの話は全部序論です。この信仰告白をなぜ守らないといけないのでしょうか。死の問題の前でも、死の悲しみの前でも、死に悲しみに明け暮れていないで、イエスはキリストですと信仰告白を守らないといけないでしょうか。その信仰告白を守ることによってその次に、その告白がなければ隠れているものがあります。神の国が開かれます。そこではイエス様の御声が聞こえてきます。それはあなたがたは知らなくてもいいです。オンリー聖霊が臨まれると力を得るようになります。あなたがたが聖霊のバプテスマを受ける特別な存在です。それに集中しなさい。そうすると、すべてうまくいくようになります。その結果、あなたがただは世界福音化の主人公としてしっかり用いられるようになります。つまり、あなたによってあなたの家庭、あなたがいる現場が必ず変わるようになります。その世界を見ないといけません。そこが私たちが生きる本来の世界です。しかし、サタンは問題に私たちを圧倒させて、この信仰告白を曇らせ、神の国と言う世界に入れないようにします。クリスチャンだけに許されている世界なのに。その世界に入りますと、今は植民地によって国の主権や権利は全部奪われて、ものすごく苦労しているにもかかわらず、それはあなたがたの知ることではない。あなたがたにはそれは問題ではない。あなたがたは幸いな者だ。あなたがたは地上にいるけれども、天の御国の国籍のものです。あなたがたはこの世に唯一の希望、神の国をもたらすために、イエス・キリストの福音を伝えるための選ばれた民だと言うことが聞こえてくる世界がそこにあります。あなたが勉強する理由、あなたがご飯を食べる理由、あなたが今苦しんでいるその理由もすべて聖なる神の目的世界福音化、世界の人を本当に助けるための理由です。その世界に入るのです。子どもが生まれることもそうです。今日から康子さんも、信仰に休暇はありませんが、教会の仕事を少し休みます。出産のために2か月くらい実家に戻り、主産をしてまた戻ってくるつもりです。子どもが生まれる理由が何だと思いますか。この告白を守らない限りはその理由も見当たりません。世界には悪霊の文化があふれ出て、もうどこに手をつければいいのかわからないくらい小さいときから皆だめです。クリスチャンの子どもたちがしっかりと小さいときからイエスがキリストという刻印された信仰を持って立ち上がり、自分のタラントを発見しその分野において神の栄光を現す、そのために出産と言う祝福が与えられているということを覚えて、その祝福の機会になっていただきたいと思います。皆同じです。だから、この信仰告白がなぜ大切なのでしょうか。皆さんを別の世界、違う世界、神の国と言う世界に皆さんを持っていかないといけません。そこは心配ありません。本当は動機もありません。不安もいりません。どちらが上か下か、関係ありません。あなたが偉い。私はこうだと言う劣等感、優越感なども存在しない世界です。ただひとつだけ、皆が幸せ、皆が幸いな神の祝福の子どもであり、天の御国祝福の希望をもって歩いていて、この地上において同じ目的を持って世界福音化、福音宣教と言う目的を持って歩く。イエス以外には希望はないのではないでしょうか。芸能界にも経済界にも政治界にも放送局の中にも学校の中にも医学の世界にも音楽の世界にもイエス以外には希望がないのではないでしょうか。神様が最初から言ったではありませんか。その理由を持って、そのために生きる存在です。そして、そのために全員に聖霊のバプテスマの祝福を約束してくださいます。その約束を握ってあれこれ全部捨てて、全部下してください。そこはそれがいらない世界なのです。私は力がありません。お金がありません。それは要りません。オンリー聖霊が臨まれると。それに一点に絞って集中する世界、そのために使徒の働き1章14節にあるように祈りに専念して行く世界です。そうすると、自分の人格と関係なく神のわざが展開されていくようになります。神が私を生きていくようになります。神様に押されて人生を歩いていくような経験ができるようになります。そこに勝利があります。もう言い訳などはそこではいりません。何にもいりません。イエス・キリストの血潮によって、私たちはその世界にもう召されているのに何が本当の問題なのかがよくわきまえていないので、皆見過ごして見逃しているのではないでしょうか。結局はそこを取り戻さないといけません。ある意味、メッセージがいろいろなお話のように聞こえますがそうではありません。クリスチャンであればこの世界に入ってもらうためのお話です。皆さん、イエスはキリストです。そうであるかぎり、この信仰告白に立つのか、忘れるのかがクリスチャンの本当の問題です。それで今まで問題だと捕われていたすべての問題から解放され自由になっていただいて、本当の意味での祈りの世界に入っていただきたいと願います。
（祈り）

恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。神様の恵み、イエス・キリストの血潮によって、罪人でありました私たちが救われ神の子どもとされ、イエスがキリストであると告白することができることを感謝します。どうか今日のメッセージのように何が本当の問題なのかをしっかりと心に刻んで、これからクリスチャンとしてイエスがキリストですという信仰告白を逃すことがないように命より大事して行く覚悟を持って、これから実践して行くことができるようにひとりひとりを守ってください。それで世の中の人は知らない、神の国の素晴らしい聖霊充満の世界福音化の世界に入って行くことができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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